
会　場｜

参加費｜

定　員｜

対　象｜

主　催｜

共　催｜

埼玉県産業技術総合センター または zoom

無料

会場：40名 ／zoom：50名（申込先着順）

県内中小企業・デザイナー・支援機関　

埼玉県産業技術総合センター

川口商工会議所

埼玉県産業技術総合センター
S A i t a m a  I n d u s t r i a l  T E c h n o l o g y  C e n t e r

R04/08/30/tue
14:00 -16:00

対談《企業×デザイナー》

《トークテーマ》
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令和4年度 商品企画デザイン塾 特別セミナー

「川口まちこうば芸術祭」

メンバーに聞くデザインの力

ものづくり と
ディレクション



SPERKERS

埼玉県産業技術総合センター
S A i t a m a  I n d u s t r i a l  T E c h n o l o g y  C e n t e r

芸術祭ディレクターに、石田和人デザインスタジオの石田和人氏

を迎え、2022年3月に、川口市内の金属加工メーカー5社による

「川口まちこうば芸術祭」が開催された。会期中、会場に足を運

ぶと、まずは「5つのスツールたち」が迎えてくれた。「スツー

ル」という共通アイテムの中に、それぞれ違った技術が垣間見え

た。メイン会場に足を踏み入れると、コラボ商品が多数並び、今

度は各社の特徴がぐっと引き立った風景が広がっていた。個々で

取り組んだ作品展示にとどまらず、メンバー同士の繋がりも感じ

られる展示会となっていた。

芸術祭メンバーがこの展示会で伝えたいことを汲み取り、来場者

にどう感じてほしいかを考えて、何を作るべきかを決めていく。

そのディレクションの役割について登壇者に伺う。
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お問い合わせ

担当：埼玉県産業技術総合センター
　　　事業化製品化支援担当　赤坂・大沼 宛

h�������@pref.saitama.lg. jp
[申し込み先メールアドレス]

申し込み方法 ※�月��日(金)〆切

必要事項をご明記の上、メールにてお申し込みください。

思いをとらえ、編集して、伝える。

彩の国
埼玉県マスコット埼玉県 コバトン・さいたまっち

川口市にて��年、精密切削加工の技術で様々な工
業 部 品 を 製 作 し て い る 栗 原 精 機 。 自 社 製 品 と し て
ジ ュ ラ ル ミ ン を 用 い た 精 密 切 削 ス テ ー シ ョ ナ リ ー
の ほ か 、 コ ラ ボ レ ー シ ョ ン か ら 生 ま れ た ア ウ ト ド
アグッズなども製造しています。

栗原精機株式会社
代表取締役　栗原 稔

芸術祭メンバーのリーダー

����年より現職。最先端レーザー関連設備を毎年
の よ う に 導 入 。 I T シ ス テ ム 整 備 に よ り 、 超 短 納 期
システムで顧客との信頼関係を構築し、����社を
超える少量多品種の生産要望に応え続けている。

株式会社かねよし
代表取締役　吉田 竜一

メンバーと石田さんを橋渡し

川崎生まれ埼玉育ち、川口には７年在住。主に家具
や生活用品などのプロダクトを中心に、既成概念を
越えた新しいくらしのデザインを展開。現在、東京
藝 術 大 学 非 常 勤 講 師 、 共 立 女 子 大 学 建 築 ・ デ ザ イ
ン学科教授として後進の育成にも携わる。

石田和人デザインスタジオ
代表　石田 和人

「川口まちこうば芸術祭」ディレクター

「川口まちこうば芸術祭」サポーター

司会・聞き手

埼玉県産業技術総合センター
事業化製品化支援担当　大沼 勇樹

川口商工会議所
座波 尚子

(�) 氏名[フリガナ] 

(�) 企業名
(�) 電話番号 

(�) メールアドレス
(�) 参加方法（会場／zoom）
(�) 登壇者に聞きたいこと


